
□講義科目（専門科目）

科目名 医療福祉経済論 ２ 単位

担当者 角崎 洋平

テーマ 福祉政策・ 医療政策の効率と 公平についての経済学的分析

開講形態 全回対面形式

科目のねらい

＜キーワード ＞

福祉国家、 効率性、 公平性、 リ スクシェアリ ング、 再分配

＜内容の要約＞

経済学（ 主にミ ク ロ 経済学） の手法を用いて福祉国家の意義や機能について検討する。

具体的には福祉国家（ 福祉政策・ 医療政策） や社会保険制度を経済学的に分析するテキス

ト と し て定評のあるニコ ラス・ バーの『 福祉国家の経済学』 を利用し て講義を進める。講

義は、①講師による基礎部分解説パート 、②受講生と の発展部分の輪読パート 、③ディ ス

カッ ショ ンパート に分かれる。

＜学習目標＞

福祉政策・ 医療政策の意義について、効率性と 公平性の観点から 評価するこ と ができる。

簡単な数式やモデルを用いた経済学の文献について読解するこ と ができる。

授業の進め方

第 01 回 オリ エンテーショ ン： 科目のねら いと 進め方の確認

第 02 回 福祉国家の意味と 目的

第 03 回 社会正義と 福祉国家の政治理論

第 04 回 国家介入の経済理論

第 05 回 保険の経済理論

第 06 回 所得分配と 平等

第 07 回 保険給付

第 08 回 消費の平準化

第 09 回 貧困救済

第 10 回 健康と 医療

第 11 回 学校教育

第 12 回 高等教育

第 13 回 福祉国家の未来

第 14 回 レポート 報告会①

第 15 回 レポート 報告会②

事前学習の内容

学習上の注意

毎週（ 第3回目以降） 事前に、テキスト の前回講義に関するページ（ コ ピ ーを配布する予

定。 6頁～8頁ほど ） について読み、 テキスト 各章の「 Question for Further Discussion」 で

示さ れている「 問」 について考えてく るこ と 。

履修にあたっては「 経済学」 についての素養を前提と し ない。

本科目の

関連科目

保健・ 医療・ 福祉サービ ス論

医療福祉政策論

テキスト

Nicolas Barr（ 2020） The Economics of the Welfare State, Oxford University Press

テキスト に沿って講義を進めるため購入するこ と が望まし い。 ただし 、 講義では基本的

箇所はテキスト に基づいて講師が解説をし 、 その他の授業で扱う 個所はテキスト のコ ピ

ーを配布するため、 購入し なく ても講義の理解は可能である。

参考文献

経済学の素養がなく ても 理解できるよう に努めるが、 心配な受講生はミ ク ロ 経済学の簡

単な入門書を事前に読んでおく と よい。 たと えば以下の文献など。

坂井豊貴（ 2017）『 ミ ク ロ 経済学入門の入門』 岩波新書

またテキスト は未邦訳であるが著者の経済学のエッ センスや応用を知るこ と ができる文

献と し て以下がある。

ニコ ラス・ バー（ 2007）『 福祉の経済学： 21 世紀の年金・ 医療・ 失業・ 介護』 光生館

成績評価方法

と基準

平常点（ 50 点満点）： 事前課題の実施状況、 ディ スカッ ショ ンへの参加度

レポート 試験（ 50 点満点）、 総合評価で 60 点以上を合格と する。


